
ジクロロ酢酸及びトリクロロ酢酸に係る聞き取り調査結果 

 
 
1. 調査概要 

ジクロロ酢酸及びトリクロロ酢酸の基準改正にあたり、水道統計からのデータでは水

道用水供給事業及び上水道事業の状況しかわからないため、現施設で基準遵守に懸念が

ある水道事業体等（主に簡易水道事業）がどの程度存在するかを把握するため、全都道

府県に対して平成 26年５月に聞き取り調査を行った。 
○聞き取り内容：ジクロロ酢酸及びトリクロロ酢酸の水道水質基準改正について、水

道事業体等への周知の有無、問い合わせの有無、問い合わせへの対

応方法等 
聞き取り調査の後に、都道府県から情報の提供があったものについてもあわせて調査

結果としてまとめた。 
 
2. 調査結果 

全 47 都道府県中 42 県からは、特に問題となる問い合わせ等はないとの回答を得た。
５県からは、新基準値超過の懸念がある水道事業者等があるとの報告があった。詳細に

ついては参考３別紙に示すとおりである。 
なお、新基準値超過の懸念があると回答のあった都道府県に対しては、ハロ酢酸類の

低減化対策について情報提供を行っている。 
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